令和 7年度事業報告書
令和 7年 4 月 1 日から令和 8年 3 月 31 日まで


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     特定非営利活動法人オリーブの家

１　事業の成果
2025年度、認定NPO法人オリーブの家は、DV被害者や困難を抱えるひとり親家庭への切れ目ない支援を継続し、以下の成果を上げることができました。

相談・支援活動の継続と高齢者被害への対応
2025年度の相談件数は、SNS等を活用した相談窓口の周知により、前年度を上回るペースで推移しました。特筆すべき傾向として、高齢の被害者からの相談および保護依頼が前年度より増加したことが挙げられます。長年連れ添った配偶者からの暴力や、介護が絡む複雑な家庭環境での被害など、高齢者特有の深刻なケースが顕在化しました。これに対し、医療機関や他の居住支援団体との連携により、安全な避難と生活再建に向けた多角的な支援を展開しました。

保護シェルターの運営とニーズへの柔軟な対応
保護を必要とする女性と子供の安全を確保しました。本年度は、ペットを理由に避難を躊躇する被害者の声に応え、全国的にも希少な「ペット同伴可能シェルター」の運営実績を積み上げました。長年家族同然に過ごしてきたペットと共に避難できる環境を整えたことは、精神的な安定と迅速な保護に大きく寄与しました。

アウトリーチ支援による家庭の安定化
物価高の影響を直接受けているひとり親家庭に対し、食糧支援や物品提供を伴うアウトリーチ活動を継続しました。単なる物資支援に留まらず、定期的な訪問や面談を通じた精神的ケア、学習支援、宅配型子ども食堂を並行して行うことで、孤立を防ぎ、家庭全体の生活再建に向けた基盤を整えました。

法改正・社会情勢への適応と専門性の向上
「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」の定着や、共同親権に関する議論、さらには高齢者虐待防止法との関わりなど、激変する法環境や社会情勢に対応するため、スタッフの専門研修を年間通じて実施しました。心理カウンセリングの知見を活かした質の高い支援を維持しつつ、複雑化・多様化するケースに対しても、社会資源の活用や他機関連携により利用者のニーズに応えることができました。
（活動詳細は以下）

●ＤＶ虐待被害者の女性と子供の保護シェルター運営  (9部屋稼働)
(2025年度 保護依頼 計 109 件、保護延べ計 228人　同伴児童90人含む)必要時にはシェルター内で心のケアを行い関係機関と連携を取り 被害者の精神的・社会的・経済的自立をサポート。
居住支援
入居前支援
・電話・対面・訪問によるご相談
・不動産事業者への物件案内依頼、内覧同行
・契約時の手続きや立ち合い、行政手続きのお手伝い等
入居中支援
・希望者には、グリーンコープや寄付者様や他団体からの食糧支援や生活用品等を提供。
・子どもへの学習支援(休眠預金助成金の活用により家庭教師派遣、自然体験学習)
・心理カウンセリング、各セラピー、就労や子育ての相談
(一部KOTOMO基金、赤い羽根福祉基金、特定非営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパン WVJ 国内子ども支援事業 DV・虐待被害者等の宿泊型支援等（民間シェルター等）への活動助成金活用)

●毎日のＤＶ虐待の相談業務(対面及び電話・メール・SNS)
(2025年度相談件数実績:591件　貧困母子:152件・ＤＶ女性被害:204件・ＤＶ被害男性:17件・ＤＶ加害者:4件・子どもからの通報:15件・ストーカー:7件・ハラスメント:24件・行政関連団体その他83件、その他(精神症状、借金、離婚相談など)85件)


●ＤＶ虐待防止啓発セミナー・コミュニケーションセミナー
　・生協労連中四国地連定期大会にて「アンガーマネジメントで笑顔と活気ある職場をつくる」
セミナー登壇
　・岡山県医療労働組合連合会勉強会にて「パワハラをしないさせない方法 夢を叶えるワークで心を　　
キラキラに～ 」セミナー登壇
　・ウィズアップ倉敷「SOS を聞き分ける力」セミナー登壇

●困窮ひとり親家庭への食糧、生活用品を随時支援、相談対応 
物価高騰による経済的影響のため、急遽住まいがなくなった女性と親子の一時保護シェルター活用、生活用品、食糧支援を実施。
（一部KOTOMO基金、赤い羽根福祉基金、特定非営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパン WVJ 国内子ども支援事業 DV・虐待被害者等の宿泊型支援等（民間シェルター等）への活動助成金活用）

●地域連携体験学習や大型連休中の孤立防止のためのオリーブキッズサポートランチ宅配事業開始
・6月、10月、1月にそれぞれ体験学習を開催。夏休み期間に４回、冬休み期間に２回、春休み期間に１回計７回計280食を宅配し個別に学習支援や相談も行った。
（公益財団法人ベネッセこども基金「経済的困難を抱える子どもの学び支援活動助成」活用事業）


２　事業の実施に関する事項
　（１）特定非営利活動に係る事業

	
	
定款の事業名
	
事 業 内 容
	
実施日時
	
実施場所
	従事者の

人　　数
	受益対象者
の範囲及び
人　　　数
	
支 出 額
（千円）

	
	
一時保護シェルター事業
	貧困母子及びDV被害者、ストーカー被害者のための一時保護、宿泊場の提供
	
通年
	
岡山県内他
	
4
	2025年度保護依頼 計 109 件、保護延べ計  228件（同伴児童 90人含む）
	
10,523

	
	


カウンセリング事業
	

貧困母子及びDV被害者、ストーカー被害者のための一時保護及びカウンセリングの提供
	


通年
	
対面：岡山県津山市
電話、電磁的方法
	


4
	(2025年度相談件数実績:591件　貧困母子:152件・ＤＶ女性被害:204件・ＤＶ被害男性:17件・ＤＶ加害男性:4件・子どもからの通報:15件・ストーカー:7件・ハラスメント:24件・行政関連団体その他83件、その他(精神症状、借金、離婚相談など)85件)
	


660

	
	コミュニケーションセミナー事業
	貧困・DV等を防止するための啓発活動としてセミナーを開催
	
通年
	岡山県内、オンライン開催
	
4
	岡山県内または
オンライン（全国）
	
510

	
	保育事業
	

	
	
	
	
	

	
	職業能力開発事業
	
	
	
	
	
	

	
	


教育事業
	

貧困家庭（DV被害・ひとり親家庭含む）児童への体験学習、お弁当宅配事業（学習支援含む）
	


通年
	
岡山県内
（主に津山市、倉敷市）
	


7
	保護シェルターで生活する子ども、アウトリーチ支援をしている子ども（2歳～18歳）
岡山県内
	


4,720



※教育事業は決算書、シェルター事業に含まれる（シェルター事業費　15,243千円）
3

2

